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商工連ながの

　令和６年９月19、20日に関東ブロック商工会青年部連絡協議会令和６年度長野大会が長野市
で開催され、11都県から1,100人を超える青年部員が集結しました。本大会の長野県での開催
は平成24年以来となり、県内の青年部員約300名が来場者をおもてなししました。

関 東 ブ ロ ッ ク
青年部長野大会
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令
和
６
年
９
月
19
、
20
日
に
、
長
野
市
芸

術
館
に
お
い
て
「
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
商
工
会
青

年
部
連
絡
協
議
会
令
和
６
年
度
長
野
大
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
大
会
は
、
管
内
の

商
工
会
青
年
部
員
が
一
堂
に
会
し
、
地
域
産

業
の
未
来
を
担
う
若
手
経
営
者
と
し
て
資
質

向
上
及
び
交
流
促
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、毎
年
持
ち
回
り
に
よ
り
開
催
し
て
お
り
、

長
野
県
で
は
平
成
24
年
以
来
の
開
催
と
な
り

ま
し
た
。
大
会
参
加
者
は
県
内
外
を
合
わ
せ

て
１
１
０
０
名
を
超
え
、
会
場
は
熱
気
に
包

ま
れ
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
、
来
賓
と
し
て
阿
部
守
一
長
野

県
知
事
を
は
じ
め
、
関
東
経
済
産
業
局
、
全

国
商
工
会
連
合
会
、
全
国
商
工
会
青
年
部
連

合
会
の
関
係
各
位
に
ご
出
席
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ま
た
、
会
場
に
は
松
本
蟻
ケ
崎
高
校
書

道
部
か
ら
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
を
提
供
い
た
だ

き
、
ス
テ
ー
ジ
や
会
場
入
口
を
飾
り
ま
し
た
。

館
内
で
は
、土
産
品
の
オ
ン
ラ
イ
ン
販
売
（
物

産
展
）
を
開
催
し
、
県
内
10
青
年
部
が
出
展

し
県
産
品
の
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
し
た
。

　

メ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
「
主
張
発
表

大
会
」
で
は
、
都
県
の
予
選
を
勝
ち
抜
い
た

代
表
者
が
、
青
年
部
活
動
を
通
じ
て
自
身
が

経
営
者
や
地
域
産
業
人
材
と
し
て
成
長
で
き

た
経
験
等
を
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
競
い

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
商
工
会
青
年
部
連
絡
協
議
会

令
和
６
年
度
長
野
大
会
開
催

大会開催式

挨拶する阿部知事

物産展の様子

青年部
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合
い
ま
し
た
。
長
野
県
か
ら
は
坂
城
町
商
工

会
青
年
部
の
小
宮
山
直
さ
ん
が
出
場
し
優
秀

賞
を
獲
得
し
ま
し
た
。
ま
た
、
最
優
秀
賞
を

受
賞
さ
れ
た
、
角
原
清
志
さ
ん
（
神
奈
川
・

山
北
町
）、
濵
田
守
理
さ
ん
（
群
馬
・
高
崎
市

新
町
）
の
2
名
は
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
と
し

て
11
月
に
大
阪
で
行
わ
れ
る
全
国
大
会
に
出

場
し
ま
す
。

　

基
調
講
演
で
は
、
㈱
ヤ
ッ
ホ
ー
ブ
ル
ー
イ

ン
グ
の
井
手
直
行
社
長
を
お
迎
え
し
「
よ
な

よ
な
エ
ー
ル
流 

熱
量
を
高
め
る
フ
ァ
ン
づ
く

り
、
チ
ー
ム
づ
く
り
」
と
題
し
て
、
チ
ー
ム

ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ｔ
Ｂ
Ｐ
）
の

導
入
に
よ
り
会
社
を
再
建
し
た
経
験
談
を
中

心
に
熱
く
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
は
、
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ

ン
長
野
に
お
い
て
交
流
会
を
開
催
し
、
約

４
５
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
冒
頭
、
富
士

見
町
・
原
村
商
工
会
青
年
部
有
志
に
よ
る
諏

訪
御
柱
祭
木
や
り
歌
や
、
Ｂ
リ
ー
グ
信
州
ブ

レ
イ
ブ
ウ
ォ
リ
ア
ー
ズ
の
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン

グ
「
ジ
ャ
ス
パ
ー
ズ
」
に
よ
る
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
が
披
露
さ
れ
、
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。

　

大
会
２
日
目
に
は
、
他
の
範
と
な
る
商
工

会
青
年
部
及
び
青
年
部
員
に
対
し
て
そ
の
功

績
を
称
え
、
顕
彰
に
よ
り
エ
ー
ル
を
送
る
こ

と
で
、
他
の
青
年
部
を
触
発
し
意
欲
の
喚
起

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
顕
彰
選
考
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
選
考
会
は「
人
づ
く
り
」

「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
」「
ま
ち
（
地
域
）

づ
く
り
」
の
3
部
門
で
行
わ
れ
、
長
野
県
か

ら
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
部
門
に
山
形
村

商
工
会
青
年
部
の
塙
和
貴
さ
ん
が
、
ま
ち
づ

く
り
部
門
に
小
布
施
町
商
工
会
青
年
部
が
出

場
し
ま
し
た
。

主張発表を行う小宮山さん基調講演を行う井手社長

山形村商工会青年部の塙さん

小布施町商工会青年部の見海さん

木やり歌を披露する長野県青連小松聡志会長

主
張
発
表
表
彰
者
（
敬
称
略
）

Ａ
ブ
ロ
ッ
ク

最
優
秀
賞　

　
角
原 

清
志
（
神
奈
川
・
山
北
町
）

優
秀
賞　

　
小
宮
山 

直
（
長
野
・
坂
城
町
）

Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク

最
優
秀
賞　

　
濵
田 

守
理
（
群
馬
・
高
崎
市
新
町
）

優
秀
賞

　
渋
谷 

武
史
（
埼
玉
・
朝
霞
市
）
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　「いつ、誰に、なにを、いくらで」が簡単にわかればいいのに、と思い
ながら仕事していませんか？「以前お世話になった○○ですが」とか「前
回と同じものをまたお願い」などと言われるたびに、受け付けた内容を
手書きした帳面や伝票の束から過去の記録を探し出すような苦労を繰り
返していませんか？パソコン１台あるだけで、解決できる方法があるか
もしれません。効率化しなきゃいけないと思っていることはいろいろあ
るけれど、実際なにをどうすればいいのかわからない、そんな小規模事
業者の皆様のお悩みを商工連の専門相談員が直接伺い、柔軟かつ最適な
課題解決方法をご提案し、業務効率化の実現までしっかり支援する「IT
利活用応援プログラム」を実施しています。
どんな小さなことでも構いません。できる
ことから始めましょう。ぜひお気軽に商工
会へお申込みください。

長野県商工会連合会
上席専門経営支援員

（AI･IoT･DX戦略支援担当） 

横沢　充

DXワンポイントコラム（第10回）

小さな会社の
業務効率化を支援します

～「IT利活用応援
　　　プログラム」
� のご案内～

　令和６年６月に開設した商工連ホームページ内のスポーツ合宿誘致推進事業「宿泊施設情報」専用ページは、
６月の１日平均閲覧数が102件、７月の１日平均閲覧数が57件となっています。このページを通じて、多くの
方にスポーツ合宿に適した宿泊施設情報を提供しています。
　また、長野県学習旅行誘致推進協議会（以下、学習協）の会員に登録したことで、県外からの教育旅行など
の誘客を目指し、学習協主催の説明会や商談会等への案内が可能となりました。この取り組みを通じて、さ
らなる地域活性化を目指していま
す。
　さらに、観光業の専門上席（非
常勤）による支援も実施しており、
今後もスポーツ合宿の受け入れを
希望する事業者の募集を継続して
行いますので、ご興味のある事業
者様は、最寄りの商工会までお気
軽にお問い合わせください。

スポーツ合宿誘致推進事業の活動について

商工会・商工連

宿泊事業者の売上アップ・集客拡大

データベース化

宿泊事業者

■ステップ１　

■ステップ２

■ステップ３ 牧野アドバイザー
中山アドバイザー

長野県経済の活性化実現

「宿泊施設情報」の提供

大学・実業団への
合宿誘致活動

商工連
ホームページ掲載

「宿泊施設情報」の公開

登録支援

合宿団体が求めているサービスの提案・アドバイス

営業・広報

スポーツ合宿誘致推進事業フロー図

長野県観光機構
銀座NAGANO

長野県学習旅行誘致推進協議会

A　宿泊施設情報の収集 B 「Airbnb」登録
（※1棟貸しシステム）

 商工連HP
「IT利活用応援
プログラム」
のご案内→

商工連HP
「スポーツ合宿誘致推
進事業 「宿泊施設情
報」専用ページ」→

　長野県内の事業場で働く全ての労働者に適用される「長野県最低賃
金」が令和６年10月１日（火）から時間額998円に改正されました。
　この機会に、ぜひ賃金の確認をしてみてください。
　また、賃金の引上げに向けた中小企業への助成金等支援制度があ
りますので、ご活用ください。

　―最低賃金に関するお問い合わせは―
　　　　最寄りの労働基準監督署　又は　長野労働局 労働基準部 賃金室（電話026-223-0555）まで。

998円
時間額

長野県最低賃金改正のお知らせ
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阿
寺
ブ
ル
ー
株
式
会
社
は
２
０
２
３
年

10
月
17
日
大
桑
村
で
設
立
・
創
業
し
ま
し
た
。

　

想
い
は
木
曽
に
あ
り
ま
す
。

　

木
曽
地
域
と
と
も
に
伸
展
し
、
木
曽
地

域
と
と
も
に
衰
退
す
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
3
年
間
に
何
を
す
る
か
、
ど
の
く

ら
い
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
現
で
き
る
の

か
が
木
曽
地
域
の
た
め
、
そ
し
て
私
た
ち
、

阿
寺
ブ
ル
ー
の
た
め
に
重
要
で
す
。

　

私
た
ち
は
「
木
曽
を
ひ
と
つ
」
を
念
頭

に
事
業
を
展
開
い
た
し
ま
す
。
会
社
の
事

業
計
画
と
し
て
3
年
計
画
・
5
年
計
画
を

現
在
策
定
中
で
す
。

　

そ
の
根
源
と
な
る
の
が
、
木
曽
地
域
の

位
置
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
観
光
の
王
道
で
あ
っ
た
ル
ー

ト
で
は
な
く
長
野
県
へ
ア
ク
セ
ス
す
る
北

上
ル
ー
ト
が
最
近
注
目
を
浴
び
て
い
ま
す
。

国
・
県
・
民
間
企
業
を
あ
げ
て
新
し
い
ア

ク
セ
ス
ル
ー
ト
づ
く
り
が
予
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
分
岐
点
が
ま
さ
に
木
曽
地
域
で
す
。

 

（
右
上　

図
）

　

そ
の
た
め
に
進
め
る
対
応
プ
ロ
グ
ラ
ム

は
、
公
民
の
団
体
が
連
携
し
て
取
り
組
む

べ
き
で
す
。

　

以
下
を
今
後
、
共
同
で
取
り
組
む
骨
子

と
し
て
考
え
ま
す
。

中小企業の新たな事業活動

まちの顔は観光で創られる・
観光は人で造られる・
人はコミュニケーションから成長する

阿寺ブルー株式会社　大桑村商工会
〒399-5503 木曽郡大桑村長野2452

TEL：0264-25-6691／070ｰ9271ｰ1322
Instagram：atera.blue

□現状趨勢の把握と可視化（GIS活用）
□�地域カルテの作成と行政連携（データ連携）
□�広域モデルと地域の差異を分析（GIS活用）
□日本遺産他各個別遺産の要因と伸展
□上記ビジネスプランの作成
□企画チームの組成（民間事業者…）
□�教育プログラムの開発（中学生から高校生）
□�木曽広域ECサイトの構築と来訪者連携
□�木曽広域各地域のイベントの年間計画と総括部門の
マーケティング

●観光事業を担う、阿寺ブルーとしての課題
これからの観光を考えるイメージ図

　 　現在は、阿寺渓谷の来訪者受け入れサービスをして
います。

　 　□阿寺渓谷キャンプ場　□夏季阿寺渓谷車両進入規
制事業　□阿寺café　□E-Bikeレンタル　□阿寺渓谷
内休憩施設運営（atera private valley）などです。

　 　以上の事業は、大桑村村内の集客装置の一つです。
村内から群内・県内から全国展開をしたいと考えます。

●取り組むコラボレーション新事業　
　 　観光事業は地域の伸展に重要な役割があり、あらゆ

る業種に関係します。阿寺ブルーが考えるこれからの
観光のためには、他事業者との連携が必須です。

　（以下　事例）
　□ 阿寺渓谷のアテラブルーのアクセサリー
　　 木曽駒ミクロ㈱とのコラボレーション
　□南木曽ろくろ細工
　 　伝統工芸とコラボレーションの企画と構成
　　（阿寺ブルー㈱）

　骨　子
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経
〇
泰
阜
村
に
つ
い
て

　

泰
阜
村
（
や
す
お
か
む
ら
）
は
長
野
県
南

部
に
位
置
す
る
人
口
約
１
４
０
０
人
の
農
村

で
す
。
村
名
の
由
来
は
漢
詩
の
「
泰
山
丘
阜
」

か
ら
き
て
お
り
、「
泰
」
は
水
路
を
自
分
の
両

手
で
拓
く
、「
阜
」
は
豊
か
で
盛
ん
な
様
を
意

味
し
て
い
ま
す
。
天
竜
川
の
東
岸
に
約
６
５
０

戸
の
家
々
が
点
在
し
、
人
口
の
約
4
割
が
高

齢
者
を
占
め
て
お
り
ま
す
。
居
住
地
の
標
高

は
天
竜
川
沿
い
の
３
２
０
ⅿ
か
ら
山
麓
の

７
７
０
ⅿ
と
、
標
高
差
が
４
５
０
ⅿ
も
あ
り
、

村
内
で
も
天
気
や
気
温
が
異
な
る
こ
と
が
し

ば
し
ば
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
植
生
が
豊
か

で
、
常
緑
樹
、
落
葉
樹
が
混
在
し
、
特
産
品

で
あ
る
柚
子
や
、
竜
峡
小
梅
を
は
じ
め
カ
タ

ク
リ
や
シ
ロ
バ
ナ
タ
ン
ポ
ポ
、
ヒ
メ
コ
マ
ツ

な
ど
多
様
な
植
物
が
楽
し
め
ま
す
。

　

主
要
道
路
で
あ
る
県
道
1
号
線
は
南
北
に

貫
通
し
、
現
在
は
一
部
区
間
を
残
し
2
車
線

道
路
に
改
良
さ
れ
、
村
内
の
縦
断
が
ス
ム
ー

ズ
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
反
面
、
近
隣
地
域

へ
の
消
費
者
の
流
出
、
旧
道
沿
い
の
お
店
の

客
足
の
減
少
が
懸
念
さ
れ
続
け
て
い
ま
す
。

〇
泰
阜
村
商
品
券
　
発
行
事
業

　

泰
阜
村
商
工
会
発
行
の
商
品
券
は
平
成
16

年
に
始
ま
り
ま
し
た
。
当
時
は
年
1
回
の
発

行
で
し
た
が
、
平
成
21
年
に
「
と
く
と
く
20

商
品
券
」（
20
％
の
プ
レ
ミ
ア
ム
）
の
名
称
で
、

初
め
て
の
通
年
発
行
を
開
始
し
ま
し
た
。
現

在
も
村
に
プ
レ
ミ
ア
ム
分
の
補
助
を
お
願
い

し
、
前
期
（
4
月
1
日
～
9
月
30
日
）、
後
期

（
10
月
1
日
～
翌
年
3
月
31
日
）
に
分
け
て
通

年
で
商
品
券
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

泰
阜
村
商
品
券
は
額
面
が
５
０
０
円
と
、
少

額
な
の
が
特
徴
で
す
。
当
初
は
額
面
１
０
０
０

円
で
商
品
券
を
発
行
し
て
い
ま
し
た
が
、
平

成
21
年
を
機
に
額
面
５
０
０
円
に
変
更
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
は
「
大
人
に
限
ら
ず
お
菓
子

を
買
い
に
来
た
子
供
も
商
品
券
を
使
っ
て
買

い
物
も
し
て
も
ら
い
た
い
」
と
い
う
、
当
時

の
泰
阜
村
長
の
願
い
が
込
め
ら
れ
て
お
り
ま

す
。

　

実
際
、
生
活
必
需
品
の
買
い
物
で
も
５
０
０

円
単
位
で
の
使
用
が
で
き
る
た
め
、
消
費
者

と
し
て
は
買
い
物
が
し
や
す
い
と
い
う
声
を

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
額
面
１
０
０
０
円

に
戻
す
話
も
あ
り
ま
し
た
が
、
泰
阜
村
商
品

券
の
こ
の
特
徴
は
今
で
も
変
わ
ら
ず
続
い
て

お
り
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
影

響
時
に
は
従
来
の
「
と
く
と
く
20
商
品
券
」
で

は
な
く
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
特
別

事
業
と
し
て
、
村
の
協
力
の
も
と
プ
レ
ミ
ア

ム
率
を
50
％
に
引
き
上
げ
た
「
や
す
お
か
応

援
商
品
券
」
を
発
行
致
し
ま
し
た
。
ま
た
、
泰

阜
村
が
配
布
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
、
物
価
高
騰
対
策
の
商
品
券
と
併

せ
、
村
内
に
お
け
る
売
上
減
少
対
策
、
消
費

者
の
購
入
意
欲
の
活
性

化
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
前
に
比
べ
売

上
は
減
少
し
た
ま
ま
と

の
声
は
あ
り
ま
す
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
が
原
因
で
廃
業

し
た
事
業
所
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
が
明
け
た

現
在
、
再
び
「
と
く
と

く
20
商
品
券
」
を
通
年

で
発
行
を
し
て
お
り
ま

す
。
で
す
が
、「
コ
ロ
ナ

禍
に
発
行
し
た
商
品
券

に
比
べ
て
プ
レ
ミ
ア
ム

率
が
低
い
か
ら
魅
力
を

感
じ
な
い
」
と
言
っ
た

声
や
、
当
初
の
商
品
券

事
業
か
ら
20
年
間
通
年

で
発
行
し
て
い
る
か
ら

こ
そ
の
マ
ン
ネ
リ
化
の
声
が
上
が
り
、
商
品

券
事
業
の
見
直
し
を
検
討
す
る
段
階
に
差
し

掛
か
っ
て
い
ま
す
。
商
品
券
事
業
の
電
子
化

を
計
画
し
た
時
期
も
あ
り
ま
し
た
が
、
4
割

が
高
齢
者
を
占
め
て
い
る
泰
阜
村
で
は
、「
誰

で
も
利
用
で
き
る
こ
と
」
を
考
え
る
と
、
取

扱
事
業
所
の
対
応
も
含
め
、
電
子
化
へ
の
転

換
は
難
し
い
と
こ
ろ
で
す
。
Ｄ
Ｘ
の
時
代
に

合
っ
た
形
式
、
ま
た
「
泰
阜
村
な
ら
で
は
」
が

表
れ
る
商
品
券
事
業
を
新
た
に
考
え
る
こ
と

が
現
在
の
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

令和6年度商品券（前期・後期）

事
業
所
、
消
費
者
と
も
に
お
得
に
な
る
商
品
券
事
業

商
工
会
は
い
ま
─
Vol.136

南信
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経 知的資産（強み）を
� 経営に活かしましょう

｜経｜営｜ワ｜ン｜ポ｜イ｜ン｜ト｜ア｜ド｜バ｜イ｜ス｜
ONE POINT ADVICE

木内清人中小企業診断士事務所
代表
木内  清人  氏

　

企
業
の
競
争
力
の
源
泉
と
な
る
知
的
資
産
（
ち
て

き
し
さ
ん
）
を
取
り
上
げ
経
営
に
活
か
す
手
法
に
つ

い
て
紹
介
し
ま
す
。

知
的
資
産
経
営
と
は

　
 　

知
的
資
産
は
、
経
営
理
念
、
接
客
、
社
風
、
人

脈
な
ど
目
に
見
え
に
く
く
、
財
務
諸
表
に
は
載
ら

な
い
資
源
で
す
。
企
業
の
競
争
力
の
源
泉
、
す
な

わ
ち
「
強
み
」
の
こ
と
を
指
し
ま
す
。

　

 　

知
的
資
産
に
は
、
特
許
や
商
標
権
な
ど
の
知
的

財
産
（
ち
て
き
ざ
い
さ
ん
）
を
含
み
、
さ
ら
に
技

術
や
営
業
秘
密
、
ブ
ラ
ン
ド
、
顧
客
や
地
域
と
の

関
係
な
ど
企
業
の
強
み
と
な
る
目
に
見
え
に
く
い

経
営
資
源
を
総
称
し
た
幅
広
い
考
え
方
で
す
。

　

 　

こ
れ
ら
の
知
的
資
産
を
し
っ
か
り
と
認
識
、
見

え
る
化
し
、
従
業
員
の
皆
さ
ん
や
取
引
先
な
ど
と

共
有
し
な
が
ら
、
維
持
、
強
化
す
る
と
と
も
に
、

有
効
に
組
み
合
わ
せ
て
活
用
し
、
業
績
向
上
に
結

び
付
け
て
い
く
経
営
を
「
知
的
資
産
経
営
」
と
呼

び
ま
す
。

知
的
資
産
の
分
類

　

 　

下
図
の
よ
う
に
、
知
的
資
産
が
「
ど
こ
に
あ
る

か
」
と
い
う
観
点
か
ら
３
つ
に
分
類
で
き
ま
す
。

　

 　

一
つ
は
、
従
業
員
が
退
職
す
る
と
失
わ
れ
て
し

ま
う
『
人
的
資
産
』
で
す
。
従
業
員
の
接
客
や
、

ノ
ウ
ハ
ウ
・
技
術
、
人
脈
、
経
験
、
資
格
な
ど
で

す
。

　

 　

二
つ
目
が
、会
社
の
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る『
構

造
資
産
』
で
す
。
経
営
理
念
や
、
お
客
様
情
報
の

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
、
教
育
制
度
な
ど
に
な
り
ま
す
。

　

 　

三
つ
目
が
、
会
社
と
会
社
の
関
係
か
ら
生
じ
る

『
関
係
資
産
』
で
す
。
顧
客
等
と
の
関
係
や
、
企

業
イ
メ
ー
ジ
、
顧
客
満
足
度
な
ど
が
該
当
し
ま
す
。

知
的
資
産
経
営
の
期
待
効
果

　

 　

知
的
資
産
経
営
を
実
践
す
る
手
法
と
し
て
、『
知

的
資
産
経
営
報
告
書
』
の
作
成
が
有
効
で
す
。
報

告
書
を
作
成
す
る
過
程
で
お
客
様
か
ら
の
感
謝
や

評
価
を
思
い
浮
か
べ
な
が
ら
強
み
を
話
し
合
い
ま

す
。
会
話
の
中
で
自
然
と
当
社
の
強
み
を
発
掘
、

「
認
識
」
す
る
機
会
に
な
り
、
従
業
員
の
や
る
気

の
向
上
に
つ
な
が
り
ま
す
。
強
み
を
経
営
者
の
想

い
や
沿
革
と
と
も
に
ま
と
め
て
「
見
え
る
化
」
し

ま
す
。
ま
た
、
今
後
の
経
営
戦
略
を
策
定
し
、
戦

略
を
実
現
す
る
た
め
に
強
化
す
る
「
強
み
」
を
明

確
に
す
る
こ
と
で
、
戦
略
の
実
効
性
を
高
め
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

 　

報
告
書
を
金
融
機
関
な
ど
に
開
示
し
て
当
社
の

こ
と
を
知
っ
て
も
ら
い
関
係
強
化
を
図
り
、
円
滑

な
資
金
調
達
に
つ
な
げ
ま
す
。
ま
た
、
求
職
者
に

読
ん
で
も
ら
う
こ
と
で
当
社
の
こ
と
を
し
っ
か
り

と
理
解
し
て
入
社
し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
、
会

社
が
希
望
す
る
人
材
を
採
用
で
き
る
効
果
も
期
待

で
き
ま
す
。

　

 　

さ
ら
に
報
告
書
を
定
期
的
に
振
り
返
り
、
取
り

組
み
を
見
直
す
こ
と
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
回

す
こ
と
で
経
営
改
善
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

知
的
資
産
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
企
業
価
値
を
最

大
限
に
引
き
出
し
持
続
可
能
な
成
長
を
目
指
し
ま

し
ょ
う
。
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カスハラ・クレーム対策

｜法｜律｜ワ｜ン｜ポ｜イ｜ン｜ト｜ア｜ド｜バ｜イ｜ス｜
ONE POINT ADVICE

法弁護士
石曽根  清晃  氏

１ 

．
パ
ワ
ハ
ラ
・
セ
ク
ハ
ラ
・
マ
タ
ハ
ラ
・
モ
ラ

ハ
ラ
・
レ
イ
ハ
ラ
等
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
問
題
は
広

が
る
ば
か
り
で
す
が
、
そ
の
防
止
教
育
・
研
修

を
積
み
重
ね
て
も
一
向
に
ら
ち
が
あ
き
ま
せ
ん
。

　
 　

し
か
し
、
こ
れ
ら
は
会
社
が
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

を
行
う
者
に
対
し
直
接
指
導
で
き
る
案
件
で
は

あ
り
ま
す
。

　

 　

と
こ
ろ
が
、
最
近
、
事
業
者
が
頭
を
悩
ま
せ

る
の
が
カ
ス
ハ
ラ
（
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
）（
不
当
ク
レ
ー
ム
）問
題
で
す
。

　

 　

カ
ス
ハ
ラ
は
、
顧
客
や
取
引
先
か
ら
の
行
為

の
た
め
、
直
接
的
な
措
置
を
取
る
こ
と
が
困
難

で
す
し
、
顧
客
か
ら
の
ク
レ
ー
ム
で
あ
る
こ
と

か
ら
毅
然
と
し
た
対
応
が
取
り
づ
ら
い
こ
と
が
、

そ
の
対
応
の
悩
み
で
す
。
加
え
て
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
拡
散
す
る
事
態
と
も
な
る
こ
と
が
今

日
的
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

２ 

．
本
来
、
顧
客
等
か
ら
の
ク
レ
ー
ム
や
苦
情
は
、

自
社
の
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
よ
り
向
上
さ
せ
る

こ
と
に
繋
が
る
も
の
で
す
の
で
、
事
業
者
側
と

し
て
は
ク
レ
ー
ム
対
応
に
対
し
て
は
よ
り
慎
重

に
丁
寧
な
対
応
を
し
て
き
ま
し
た
。

　

 　

し
か
し
、
ク
レ
ー
ム
の
内
容
が
過
剰
な
要
求

で
あ
っ
た
り
、
不
当
な
言
い
が
か
り
の
場
合
ま

で
丁
寧
な
対
応
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

正
当
ク
レ
ー
ム
な
の
か
不
当
ク
レ
ー
ム
な
の
か

の
判
断
に
迷
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

 　

不
当
ク
レ
ー
ム
か
否
か
は
、
そ
の
要
求
内
容

に
お
い
て
過
大
で
あ
っ
た
り
、
不
当
で
あ
っ
た

り
、
そ
の
要

求
手
段
に
お

い
て
暴
力
的

で
あ
っ
た
り
、

脅
迫
的
で

あ
っ
た
り
、

執
よ
う
に
繰

り
返
し
た
り

す
る
こ
と
が

判
断
基
準
と

な
る
で
し
ょ

う
。

　
　
　

３ 

．
し
か
し
、
カ
ス
ハ
ラ
の
対
応
を
一
社
員
に
任

せ
た
ま
ま
に
し
ま
す
と
、
そ
の
社
員
の
精
神
的

負
担
は
計
り
知
れ
ず
、
ひ
い
て
は
退
職
と
も
な

り
、
会
社
の
人
材
を
失
う
事
態
に
な
り
か
ね
ず
、

安
心
し
て
働
け
る
職
場
環
境
を
著
し
く
損
ね
る

緊
急
事
態
に
陥
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
 　

事
業
者
側
と
し
て
は
、
ク
レ
ー
ム
の
聴
き
取

り
調
査
が
大
切
で
、
丁
寧
に
対
応
し
、
直
ぐ
に

は
回
答
せ
ず
、
記
録
化
し
（
場
合
に
よ
り
録
音
）、

聴
き
取
り
調
査
で
得
た
事
実
に
つ
い
て
、
関
係

者
か
ら
客
観
的
事
実
を
確
認
し
、
要
求
内
容
が

正
当
な
も
の
か
否
か
を
判
断
し
、
組
織
と
し
て

回
答
し
て
い
く
手
順
を
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
し
て
下

さ
い
。

４ 

．
そ
し
て
、
調
査
の
上
カ
ス
ハ
ラ
と
確
認
し
た

場
合
は
、
事
業
者
側
が
一
体
と
な
っ
て
積
極
的

に
、
カ
ス
ハ
ラ
に
対
抗
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　

 　

カ
ス
ハ
ラ
に
は
、
①
カ
ス
ハ
ラ
対
応
を
社
員

２
人
で
組
織
と
し
て
対
応
し
、
②
会
話
は
録
音

し
、
③
事
実
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
ま
で
む
や

み
に
謝
罪
な
ど
せ
ず
、
④
執
よ
う
に
繰
り
返
す

要
求
に
は
、
２
回
な
い
し
３
回
を
目
途
に
対
応

を
打
ち
切
り
、
⑤
「
誠
意
を
み
せ
ろ
」
と
の
要
求

に
は
、
安
易
に
金
銭
等
を
交
付
せ
ず
、
そ
の
要

求
の
中
身
が
何
か
を
聴
き
取
る
よ
う
努
め
、
⑥

「
上
司
を
出
せ
」「
社
長
を
出
せ
」の
要
求
に
は
、
応

ず
る
こ
と
な
く
、
こ
の
件
の
責
任
者
で
あ
る
と

対
応
し
、
⑦
従
業
員
へ
の
懲
戒
処
分
の
求
め
に

も
、
会
社
内
の
労
働
関
係
上
の
問
題
で
あ
る
と

し
て
拒
否
し
、
⑧
土
下
座
要
求
に
は
、「
要
望
に

は
添
い
か
ね
ま
す
」
と
回
答
し
、
更
な
る
土
下
座

の
要
求
に
対
し
て
は
、「
お
引
き
取
り
い
た
だ
け

な
け
れ
ば
警
察
を
呼
ば
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」

等
々
と
の
毅
然
た
る
対
応
を
す
る
こ
と
が
何
よ

り
も
重
要
で
す
。

５ 

．
毅
然
た
る
対
応
を
す
る
に
は
、
前
記
し
た
と

お
り
事
業
者
と
し
て
は
、
カ
ス
ハ
ラ
対
応
の
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
準
備
し
、
従
業
員
に
カ
ス
ハ
ラ
問

題
で
精
神
的
負
担
を
か
け
な
い
よ
う
十
分
配
慮

し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

 　

厚
生
労
働
省
の
「
カ
ス
タ
マ
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

対
策
企
業
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
等
を
参
考
に
し
て
下
さ

い
。

カスハラとクレームの関係
クレーム(要求)　　カスハラ(広義)

出典：「カスハラ対策実務マニュアル」香川希理編

正当
クレーム

要求を伴
わない嫌
がらせ
(狭義のカ
スハラ)

不当
クレーム
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ア
イ
デ
ア
を
カ
タ
チ
に
！

　  

湖
畔
宿
を
引
き
継
ぎ
、

　
　
　
理
想
的
な
事
業
展
開
に
挑
戦
！

　

創
業
53
年
に
な
る
下
條
開
発
株
式
会
社 

代

表 

佐
々
木
春
仁
と
申
し
ま
す
。
東
京
で
12
年

過
ご
し
、
デ
ザ
イ
ン
や
パ
ー
テ
ィ
企
画
な
ど

の
事
を
学
び
、
実
家
・
お
お
ぐ
て
湖
へ
帰
郷

し
ま
し
た
。
親
か
ら
地
元
向
け
の
宴
会
・
宿

泊
と
ビ
ジ
ネ
ス
向
け
宿
泊
を
中
心
に
行
っ
て

い
た
事
業
を
引
き
継
い
で
、
現
在
は
旅
館
業

を
中
心
に
、
キ
ャ
ン
プ
・
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
・

観
光
開
発
事
業
、
焼
肉
の
た
れ
の
製
造
販
売

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

キ
ャ
ン
プ
部
門
で
は
、
大
手
キ
ャ
ン
プ
場

検
索
・
予
約
サ
イ
ト
「
な
っ
ぷ
」
の
ラ
ン
キ
ン

グ
で
、
３
年
連
続
長
野
県
冬
キ
ャ
ン
プ
人
気

１
位
を
獲
得
し
て
い
る「
お
お
ぐ
て
湖
キ
ャ
ン

プ
場
」を
運
営
し
て
い
ま
す
！
キ
ャ
ン
プ
ブ
ー

ム
の
追
い
風
も
受
け
、
現
在
テ
ン
ト
を
張
る

こ
と
が
で
き
る
区
画
（
サ
イ
ト
）
数
は
50
サ
イ

ト
ま
で
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
感
の
高
い
サ
イ
ト

を
拡
充
し
ま
し
た
。

　

旅
館
部
門
で
は
、
増
築
出
来
な
い
古
舎
の

旅
館
の
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
ポ
イ
ン
ト
を
逆
手
に
、

各
部
屋
に
テ
ラ
ス
を
つ
け
て
、
宿
泊
者
の
プ

ラ
イ
ベ
ー
ト
滞
在
ス
ペ
ー
ス
を
広
く
設
け
た

「
旅
館
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
」
の
サ
ー
ビ
ス
が
好
調

で
す
。
オ
シ
ャ
レ
感
で
推
し
て
い
る
サ
ー
ビ

ス
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
内
容
の
満
足
度
が

高
く
、
リ
ピ
ー
タ
ー
の
方
に
も
多
く
足
を
運

ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
星
空
観
賞
を
目

的
と
し
た
お
客
さ
ん
も
多
く
、「
星
見
テ
ラ
ス
」

と
名
付
け
た
旅
館
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
の
テ
ラ
ス

か
ら
は
、
新
月
の
日
に
と
て
も
良
く
星
が
み

え
ま
す
。

　

ウ
ェ
デ
ィ

ン
グ
部
門
は
、

事
業
再
構
築

補
助
金
を
活

用
し
て
ス

タ
ー
ト
し
た

事
業
で
、
帰

郷
し
て
か
ら

10
年
か
け
て

整
備
し
て
き

た
湖
畔
の
ロ

ケ
ー
シ
ョ
ン

に
一
番
付
加

価
値
を
つ
け
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
業
界

の
ニ
ー
ズ
の
変
化
を
察
知
し
な
が
ら
、
今
の

時
代
に
あ
っ
た
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
と

は
何
か
、
そ
の
答
え
と
な
れ
る
よ
う
な
時
間

を
提
供
出
来
る
よ
う
心
が
け
て
お
り
、
御
陰

様
で
、
一
昨
年
か
ら
3
年
連
続
で
受
注
・
施

行
さ
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
く
、
焼
肉
の

た
れ
部
門
は
、

旅
館
の
料
理

提
供
で
培
っ

て
き
た
舌
を

活
か
し
た
焼

き
肉
タ
レ

「
ぐ
て
だ
れ
」

の
製
造
販
売

で
す
。
使
い
切
り
ボ
ト
ル
で
、

残
っ
た
場
合
も
、
野
菜
炒
め

や
他
の
料
理
で
も
抜
群
の
引

き
立
て
役
と
な
っ
て
、
美
味

し
い
食
卓
に
一
役
買
っ
て
く

れ
る
優
れ
も
の
で
す
。

　

お
お
ぐ
て
湖
の
畔
で
、
日

本
中
・
世
界
中
か
ら
訪
れ
る

お
客
様
方
に
「
ア
イ
デ
ア
や

セ
ン
ス
で
面
白
い
場
所
を

作
っ
て
い
る
な
」、「
ま
た
訪

れ
て
み
た
い
も
の
が
あ
る

な
」
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
。

そ
ん
な
場
所
作
り
、
事
業
づ

く
り
に
日
々
励
ん
で
い
ま

す
！
是
非
、
ご
注
目
下
さ
い
。

注目 Vol.140

この　に人
佐々木 春仁さん
下條村商工会下條開発㈱　代表取締役　佐々木春仁

下條開発株式会社下條開発株式会社

住所／長野県下伊那郡下條村睦沢7144
TEL／0260-27-2265
ＨＰ／https://www.shirasagisou.com/
　　　https://www.lake-oogute.club/

下條開発株式会社
(おおぐて湖キャンプ場／
しらさぎ荘／伊那谷本舗／
towa wedding)

「この人に注目」をシリーズで毎号掲載しています。商工会地域内で頑張っておられる方をご紹介ください。

おおぐて湖畔キャンプ場　ロケーション

おおぐて湖畔しらさぎ荘　星見テラス

オリジナルウェディング

ぐてだれ
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「資格情報のお知らせ」・「資格確認書」について

県内の産業振興を図る ―県議会産業観光企業委員会との懇談会―
　10月７日（月）、ホテル国際21（長
野市）において、県議会産業観光企
業委員会（常任委員会のひとつ）と
商工連正副会長の懇談会を開催し
ました。商工連からは、現在進め
ている重点事業、第２期商工会マ
スタープランの概要と進捗状況、
県内の景況等について説明しまし
た。
　参加議員からは、重点事業であ
る「スポーツ合宿誘致」 「創業支援」

「事業承継」「小規模事業者のDX」
について積極的なご意見をいただ
きました。ご意見を参考に今後の
事業運営を推進してまいります。

お知ら
せ

懇談会の様子

県議会産業観光企業委員

◎�令和６年12月２日に健康保険証の新規発行が廃止され、マイナ保険証による医療機関等の受診を基本
とした仕組みに変わります。これに伴う下記2点についてお知らせいたします。

全加入者様に送付します。 1回目は令和6年9月25日に発送済、 2回目は令和
7年1月下旬に発送予定です。なお、令和6年12月2日以降に資格取得の処理を
した新規加入者様は、随時発送となります。
【ここがポイント】
◆令和6年12月から以下の場合に使用できます。
　点線で切り取ってマイナンバーカードと併せて大切に保管ください。
①健康保険の各種給付金等の申請に必要な健康保険の記号・番号を知る
　ことができます。
②オンライン資格確認システム※を導入していない医療機関や健診機関等でも
　マイナ保険証と併せて受診できます。※健康保険の資格情報等が確認できるシステム

マイナンバーカードを持っていない、又はマイナンバーカードを保険証
として利用登録をしていない方は、右記「資格確認書」を提示することで、
これまで通り保険診療を受けることができます。
【ここがポイント】
◆材質・サイズ・形状は従来の保険証と同様（プラスティック製・黄色のカード型）です。
◆有効期間は４～５年です。※表面に有効期限が記載されています。
◆新規加入者様は令和6年12月2日以降、資格取得届など本人からの申請
　に基づき発行します。既存加入者様は詳細が決定次第ご案内します。

協会けんぽの加入者・
事業主の皆様へ

  資格情報のお知らせ

  資格確認書
イメージ

イメージ

共に目指します。世界で一番（ACE）の健康長寿。

+10

メルマガ登録から健康づくりを始めよう♪
毎月10日に健康情報配信中！
登録はこちらから→→→

お問い合わせは、協会けんぽ長野支部
【026-238-1250 音声案内0】まで

氏名 協
キョウカイ

会　太
タ ロ ウ

郎
生年月日 平成元年　５月10日
性別 男
資格取得年月日 令和６年12月２日
有効期限 令和11年11月30日
保険者番号  999999999
保険者名称 全国健康保険協会 ○○支部
保険者所在地 ○○市○○町９－９－99

健康保険
資格確認書

記号 00000000 番号00    （枝番）00

本人（被保険者）
令和6年12月２日交付

QR
コード

捺印
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山
ノ
内
町
は
、
長
野
県
の
北
東
に
位
置
し
、

上
信
越
高
原
国
立
公
園
の
中
心
に
あ
り
ま
す
。

西
は
高
社
山
と
箱
山
支
脈
を
境
に
中
野
市
に

隣
接
し
、
北
は
木
島
平
村
お
よ
び
栄
村
に
接

し
て
い
ま
す
。

　

季
節
ご
と
に
色
彩
を
変
え
る
四
季
折
々
の

自
然
風
景
が
楽
し
め
る
志
賀
高
原
と
北
志
賀

高
原
、
温
泉
地
と
し
て
知
ら
れ
る
湯
田
中
渋

温
泉
郷
が
有
名
で
す
。

　

ま
た
、
志
賀
高
原
の
ふ
も
と
に
あ
る
地
獄

谷
野
猿
公
苑
は
、
世
界
で
唯
一
温
泉
に
つ
か

る
ニ
ホ
ン
ザ
ル
と
出
会
え
、
興
味
深
い
生
態

を
観
察
で
き
る
場
所
で
す
。

志
賀
高
原

　

横
手
山
、
東
館
山
、
焼
額
山
な
ど
の

２
０
０
０
ⅿ
級
の
山
々
に
囲
ま
れ
上
信
越
高

原
国
立
公
園
・
志
賀
高
原
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ

パ
ー
ク
に
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ス
キ
ー
場
は
大
小
18
あ
り
コ
ー
ス
バ
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
が
豊
か
で
、
グ
リ
ー
ン
シ
ー
ズ

ン
も
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
や
キ
ャ
ン
プ
、
紅
葉
な

ど
大
自
然
を
満
喫
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

そ
し
て
、
志
賀
高
原
は
県
内
有
数
の
根
曲

が
り
竹
の
産
地
で
、
サ
バ
の
水
煮
缶
詰
と
合

わ
せ
て
味
噌
汁
に
し
た
初
夏
の
味
覚
「
た
け

の
こ
汁
」
は
こ
の
季
節
な
ら
で
は
の
ご
馳
走

で
す
。
旬
の
6
月
に
な
る
と
、
レ
ス
ト
ラ
ン

等
で
「
た
け
の
こ
汁
」
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
店
で
味
付

け
や
具
材
も
異
な
る
の

で
、
食
べ
比
べ
も
お
す

す
め
で
す
。

北
志
賀
高
原

　

世
界
最
大
級
の
ロ
ー

プ
ウ
ェ
イ
に
乗
っ
て
、

標
高
１
７
７
０
ⅿ
の
山

頂
へ
。
太
陽
が
輝
く
日

中
か
ら
、
刻
々
と
色
を

変
え
る
夕
暮
れ
時
、
そ

し
て
星
が
ま
た
た
く
夜

へ
と
、
い
つ
訪
れ
て
も

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な「sora 

terrace

（
ソ
ラ
テ
ラ
ス
）」

の
絶
景
が
広
が
り
ま
す
。

冬
に
は
フ
ワ
フ
ワ
の
パ

ウ
ダ
ー
ス
ノ
ー
と
豊
富

な
積
雪
量
で
人
気
の
北

志
賀
エ
リ
ア
の
ス
キ
ー

場
を
お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま
す
。

湯
田
中
渋
温
泉
郷

　

開
湯
１
３
５
０
年
、
多
く
の
文
人
墨
客
に

愛
さ
れ
湯
治
場
と
し
て
も
知
ら
れ
て
き
た
湯

田
中
渋
温
泉
郷
は
、
湯
田
中
温
泉
、
新
湯
田

中
温
泉
、
渋
温
泉
、
安
代
温
泉
、
地
獄
谷
温
泉
、

穂
波
温
泉
、
星
川
温
泉
、
角
間
温
泉
、
上
林

温
泉
と
温
泉
街
が
9
つ
連
な
り
ま
す
。

　

歴
史
情
緒
あ
ふ
れ
る
レ
ト
ロ
な
街
並
み
や

自
然
に
恵
ま
れ
た
落
ち
着
い
た
佇
ま
い
に
、

近
年
若
者
や
外
国
人
観
光
客
も
多
く
訪
れ
て

い
ま
す
。

地
獄
谷
野
猿
公
苑

　

世
界
中
か
ら「
ス
ノ
ー
モ
ン
キ
ー
」と
い
う

愛
称
で
親
し
ま
れ
て
お
り
、
現
在
も
海
外
か

ら
の
観
光
客
で
1
年
中
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。

一
般
的
な
動
物
園
と
違
い
、
檻
や
囲
い
が
な

く
、
よ
り
野
生
の
姿
に
近
い
サ
ル
た
ち
を
観

察
し
、
周
囲
の
豊
か
な
自
然
を
満
喫
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

季
節
ご
と
に

　　色
彩
を
変
え
る

　　　　　自
然
と
温
泉
の
町

Vol.50
山ノ内町商工会

ソラテラス

地獄谷野猿公苑
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この制度は

三つの特色を組み合わせた商工会員のための共済制度です。

商工貯蓄共済商工貯蓄共済
資金の
貯 蓄融資の

あっせん
生命事故
の保障

ひとつの掛金で
三つの備え

更新契約できます！

　　　 そのメリットは…

１　現在の保
障内容が継続

可能！

２　告知や診
査等は不要！

３　病気や入
院中の方でも

更新可能！

○�更新とは、
既加入の契約

が満期になっ
た時、

健康状態に関
係なく原則と

してそれまで
の保

険金額の範囲
内で保障を継

続できる制度
です。

Ⅰ 加入できる人（加入者＝積立をする人）
　　商工会の会員・家族・従業員

Ⅱ 生命保障の対象となる人（被保険者）
　　�商工会の会員・家族・従業員で5歳7カ月から65歳6カ月まで

の健康な方

Ⅲ 加入期間　10年間
Ⅳ 加入口数　被保険者1人につき20口まで（1口2,000円）
Ⅴ 貯蓄積立金および利息
　　�貯蓄積立金は、銀行の1年定期預金扱いで複利となります。

Ⅵ 貯蓄積立金の返戻
　　�満　期　時：�満期時には、10年間の貯蓄積立金元利合計をお

返しします。
　　中途解約時：�中途で解約される場合は、それまでの貯蓄積立

金元利合計をお返しします。

Ⅶ 加入者配当金の返戻
　　�毎年決算状況に応じ、納付保険料の一部が積立てら
れ、満期時等に返戻されます。

Ⅷ 融資
　　�加入口数１口につき100万円以内とし、加入口数
に応じ最高2,000万円までの利用ができます。
（ただし、商工会等での審査があります）

Ⅸ 加入口数と診査区分（契約内容により告知書扱から変更あり）

契約年齢 告知書扱 診査医又は健
診通知書他扱

保険金
（１口当たり）

6〜39歳 1〜20口 � ｜
100万円

40〜46歳 1〜12口 13〜20口

47〜54歳 1〜20口 � ｜ 50万円

55〜65歳 1〜20口 ｜ 25万円

商工会に加入している事業主（事業所）

であれば、どなたでも従業員を

加入させることができます！

掛金は１人１口�月々1,000円～

商工貯蓄共済・会員福祉共済とあわせてご検討ください！

～従業員の安定的な雇用のために～

特定退職金共済

各種共済のお問い合わせ・資料請求はご加入の商工会まで


